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９月26日（水）に国際交流会館で行われた
誕生証書交付式に出席した方々

（平成19年７月届け出）
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赤ちゃん編
・

男らしく、たくましく、心の
優しい男の子に育ってね。

（長内宰后さん・本町）
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お姉ちゃん達から愛の洗礼を
受け日々たくましくスクスク
成長している咲楽…がんばれ
（長尾はるみさん・鶴泊）
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元気でやさしい子に育って下さ
い。父と母の所にきてくれてあ
りがとうね。
（笹森由佳子さん・廻堰）
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迎
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。
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倖大螢元気に生まれてきてくれ
てありがとう。お姉ちゃん達と
仲良くね。
（鎌田聖子さん・みどり町）
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瑠泉と乃音は我が家の宝だよ。
ずっと仲良しこよしニコニコ
笑顔でみんなを癒してね螢
（尾崎美子さん・あさひ町）
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いつもニコニコかわうぃ～咲。
愛と真と仲良く笑って遊ぼう
ね！！
（藤田由季さん・鶴泊）
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３つの中から正しいも
のを選び、ハガキに書
いて役場企画課までお
送りください。

①お山参詣に弥生画を奉納したのは
どこの地域？
狢－間山　狠－大性　狡－山道　
②鶴田町立中央病院の新しい医師は
山中先生と○○先生です。
狢－瀧本　狠－櫻庭　狡－伊藤
③当町は青森県民競走駅伝で町の部
で何位だったでしょうか？　
狢－１０　狠－２０　狡－２５

ハガキに答え
の記号、住所、

氏名（未成年の方は保護者名も記
入）、年齢と広報に対するご意見や
ご要望などを書き添えてください。

なども大歓
迎です。全問正解者の中から、抽
選で10人の方にプレゼントを差し
上げます（月末必着）。

応募方法

マンガ やイラスト

イズに
挑　戦ク

〈９月号の回答〉
①－狠　　②－狡 ③－狠
〔９月号の当選者〕
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑみみっちさん（沖）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ世紀さん（鶴寿団地）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ「ボケ」ない老人さん（派立）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑラスカルさん（廻堰）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑマッチャンさん（公園通り）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑスティッチさん（みどり町）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑおっぱっぴーさん（みどり町）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑバッテリーさん（あさひ町）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑチューリップさん（妙堂崎）
・ﾍﾟﾝﾈｰﾑ航海日誌さん（妙堂崎）

短
　

歌

┃
イ
ラ
ス
ト
展
┃

広報

ペ
ン
ネ
ー
ム
高
橋
桜
子
さ
ん（
公
園
通
り
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
っ
ち
ん
さ
ん（
胡
桃
舘
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
し
ょ
く
ぱ
ん
マ
ン
さ
ん（
あ
さ
ひ
町
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん（
み
ど
り
町
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
さ
ん（
あ
さ
ひ
町
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
ス
テ
ィ
ッ
チ
さ
ん（
み
ど
り
町
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
さ
ん（
妙
堂
崎
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
黒
雲
さ
ん（
木
筒
）

〇
鶴
田
短
歌
会
九
月
歌
会
よ
り

古
希
も
過
ぎ
な
え
た
る
手
足
を
か
ば

い
つ
つ
人
の
流
れ
に
寄
り
添
い
て
行

く
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
節
子

忿
怒
す
る
毘
沙
門
天
の
見
開
く
眼
喝

破
の
如
き
わ
れ
を
ば
睨
む柿

崎
　
三
雄

白
鳥
の
湖
の
曲
、
子
の
好
き
と
日
記

に
書
け
る
遠
き
日
偲
ぶ

葛
西
　
智
恵

二
十
日
盆
夕
暮
れ
が
た
の
門
口
に
祖

先
の
御
霊
に
送
り
火
を
焚
く

伊
藤
惣
一
郎

ご
苦
労
さ
ん
、
言
葉
掛
け
れ
ば
笑
み

返
し
夕
道
帰
り
ぬ
専
業
農
家

棟
方
　
文
雄

津
軽
路
は
こ
お
ろ
ぎ
鳴
き
て
秋
来
た

る
汗
せ
し
稲
田
に
涼
風
な
び
く

田
村
　
半
三

い
と
し
さ
を
湖
底
に
沈
め
て
幾
百
年

白
神
姫
の
化
身
浮
き
顕
つ澤

田
　
清
作

独
り
居
は
自
由
気
ま
ま
な
暮
ら
し
に

も
無
い
な
い
人
生
楽
し
き
歌
あ
り

藤
田
ト
シ
ヱ

御
神
火
の
松
明
掲
げ
学
童
こ
ら

渡
る
鶴
の

舞
橋
夕
闇
に
浮
か
ぶ

佐
々
木
り
え

日
本
海
七
里
長
浜
に
見
て
を
り
ぬ
寄

る
白
波
の
海
原
清
し

清
水
　
宏
子

湯
の
宿
に
曲
の
流
れ
て
今
日
も
又
老

い
を
忘
れ
て
キ
ュ
ー
バ
ル
ン
バ

増
田
　
勝
美

人
生
の
証
に
何
か
と
思
い
立
つ
自
分

史
綴
る
は
老
い
の
楽
し
み竹

浪
　
正
静


